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育
児
介
護
休
業
法
施
行
規
則
等

の
法
改
正
に
よ
り
2
0
2
1
年
1

月
1
日
よ
り
「
子
の
看
護
休
暇
・

介
護
休
暇
」
が
時
間
単
位
で
取
得

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

〈
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
〉

改
正
前

・
半
日
単
位
で
の
取
得
が
可
能

・
1
日
の
所
定
労
働
時
間
が
4
時

間
以
下
の
労
働
者
は
取
得
不
可

改
正
後

・
時
間
単
位
で

の
取
得
が
可
能

・
す
べ
て
の
労

働
者
が
取
得
可

子
の
看
護
休

暇
と
は
、
小
学
校
就
学
前
の
子
を

養
育
す
る
労
働
者
が
、
病
気
、
け

が
を
し
た
子
の
看
護
等
の
た
め

に
、
1
年
に
5
日
（
子
が
2
人
以

上
の
場
合
は
10
日
）
ま
で
取
得
で

き
る
休
暇
の
こ
と
で
す
。

介
護
休
暇
と
は
労
働
者
が
要
介
護

状
態
（
負
傷
、
疾
病
ま
た
は
身
体

上
も
し
く
は
精
神
上
の
障
害
に
よ

り
、
2
週
間
以
上
の
期
間
に
わ
た

り
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
状

態
）
に
あ
る
対
象
家
族
の
介
護
や

世
話
を
す
る
た
め
の
休
暇
で
す
。

〈
そ
の
他
注
意
点
〉

・
労
働
基
準
法
の
年
次
有
給
休
暇

と
は
別
に
取
得
で
き
ま
す
。

・
有
給
か
無
給
か
は
、
会
社
の
規

定
に
よ
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
を
背
景
に
労
働
力

不
足
の
問
題
が
あ
り
、
暮
ら
し
と

仕
事
と
の
両
立
支
援
に
国
は
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
育
児
介
護
休
業

法
関
連
の
両
立
支
援
等
助
成
金
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

両
立
支
援
等
助

成
金
の
出
生
時
両

立
支
援
コ
ー
ス

は
、
男
性
労
働
者

の
育
児
休
業
を
支

援
す
る
助
成
金
で

す
。
男
性
労
働
者
が
育
児
休
業
を

取
得
し
や
す
い
職
場
風
土
つ
く
り

に
取
り
組
み
、
育
児
休
業
を
取
得

し
た
男
性
労
働
者
が
生
じ
た
事
業

主
に
支
給
し
ま
す
。
主
な
要
件
と

し
て
は
①
男
性
労
働
者
が
育
児
休

業
を
取
得
し
や
す
い
職
場
風
土
つ

く
り
の
取
り
組
み
を
行
な
う
②
男

性
労
働
者
が
子
の
出
生
後
8
週
間

以
内
に
開
始
す
る
連
続
5
日
以
上

の
育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
。

助
成
金
受
給
額
は
、
1
人
目
の
育

休
取
得
の
場
合
最
大
で
84
万
円
と

な
り
ま
す
。
助
成
金
活
用
を
き
っ

か
け
に
法
改
正
対
応
等
を
進
め
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

特
定
社
会
保
険
労
務
士

境
野

英
雄

境野さん

【
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
・
吉
川

新
吾
記
】東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ（
以

下
カ
レ
ッ
ジ
）
で
は
、
卒
業
ま
で

あ
と
2
カ
月
半
と
な
っ
た
2
年
生

が
、
技
能
照
査
試
験
と
卒
業
制
作

と
い
う
2
つ
の
壁
に
向
か
っ
て
い

ま
す
。

技
能
照
査
の
実
技
試
験
（
1
月

15
・
16
日
）
は
「
化
粧
棒
隅
木
」

（
棒
隅
木
と
は
寄
せ
棟
屋
根
の
角

の
部
分
の
骨
組
み
の
こ
と
）
を
決

め
ら
れ
た
時
間
内
に
完
成
さ
せ
る

と
い
う
難
度
の
高
い
も
の
で
す
。

年
末
年
始
、
自
主
練
習
に
取
り
組

む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
技
能
照

査
は
学
科
試
験
（
2
月
13
日
）
も

あ
り
、
2
年
間
の
学
び
の
到
達
点

を
確
認
す
る
た
め
東
京
都
の
立
ち

合
い
の
も
と
、
厳
正
に
行
な
わ
れ

ま
す
。

一
方
、
卒
業
制
作
は
「
仏
壇
」

「
キ
ャ
ッ
ト
タ
ワ
ー
」
「
床
の
間
」

「
移
動
可
能
な
茶
室
風
空
間
」
の

4
班
に
分
か
れ
て
進
行
中
で
す
。

そ
の
途
中
経
過
の
発
表
会
が
12
月

26
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
3
月

6
日
の
発
表
会
ま
で
気
が
抜
け
な

い
日
々
が
続
き
ま
す
。
カ
レ
ッ
ジ

は
働
き
な
が
ら
学
ぶ
学
校
で
あ

り
、
今
が
在
学
中
で
も
っ
と
も
厳

し
い
時
期
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の

困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
得
ら

れ
る
も
の
は
大
き
い
と
学
校
側
は

考
え
て
い
ま
す
。

４
月
入
学
ま
だ

間
に
合
い
ま
す

第
26
期
生
（
4
月
入
学
）
へ
の

応
募
は
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
に
は
、
東
京
建
築
カ

レ
ッ
ジ
教
務
が
個
別
に
て
い
ね
い

に
対
応
し
ま
す
。

お
近
く
に
応
募
の
可
能
性
の
あ

る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
技
術

研
修
セ
ン
タ
ー
内
カ
レ
ッ
ジ
担
当

（
電
話
0
3
‐
5
9
5
0
‐
1
7

7
1
）
ま
で
、
す
ぐ
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

「茶室風空間」班の卒業制作途中経過発表会の様子

技能照査の実技試験で練習作
品のひとつとされる難度の高
い「化粧棒隅木」

【
作
業
主
任
者
】

足
場
2
月
24
日
〜
25
日
（
水
木
）

池
袋
、
1
万
1
5
0
0
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
（
暗
渠
・
マ
ン

ホ
ー
ル
・
槽
・
ピ
ッ
ト
等
で
の
作

業
）
2
月
16
日
〜
18
日
（
火
水
木
）

池
袋
、
1
万
9
5
0
0
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育
①

2
月
3
日
〜
4
日
（
水
木
）
②
3

月
3
日
〜
4
日
（
水
木
）
い
ず
れ

も
池
袋
、
1
万
4
5
0
0
円

足
場
3
月
9
日
（
火
）
池
袋
、
7

5
0
0
円

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
2
月
16
日
（
火
）

池
袋
、
8
千
円

石
綿
3
月
1
日
午
後（
月
）池
袋
、

4
5
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
・

丸
の
こ
・
熱
中
症
と
3
日
間
セ
ッ

ト
割
引
1
万
7
5
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
3
月
2
日
（
火
）

池
袋
、
8
千
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
3
月
3
日（
水
）

池
袋
、
8
千
円
、
丸
の
こ
の
み
5

千
円
、熱
中
症
の
み
3
5
0
0
円
、

自
由
研
削
砥
石
と
2
日
間
セ
ッ
ト

割
引
1
万
4
5
0
0
円

増
改
築
相
談
員
2
月
22
日
（
月
）

池
袋
、
更
新
（
21
年
3
月
更
新
ま

た
は
20
年
3
月
未
更
新
の
方
）
午

後
の
み
、
2
万
円

新
規
（
経
験

10
年
以
上
）
丸
一
日
、
3
万
円

【
溶
接
】

ガ
ス
溶
接
2
月
6
日
〜
7
日
（
土

日
）
城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ

ー
（
足
立
区
綾
瀬
）
、
1
万
6
5

0
0
円

【
建
築
士
講
習
】
（
東
京
土
建
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

建
築
士
定
期
講
習
①
3
月
24
日

（
水
）け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
神
奈
川
、

②
3
月
30
日（
火
）池
袋
、
1
万
円

★
車
両
系
建
設
機
械
特
別
教
育

（
整
地
及
び
解
体
）
、
玉
掛
け
技

能
講
習
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
組
合

員
講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
技

術
研
修
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
支
部

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
各

支
部
で
ご
推
薦
者
が
い
ま
し
た
ら

技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
（
☎
0
3
―

5
9
5
0
―
1
7
7
1
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
本
部
・

建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
（
以

下
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
）
推
進
室

発
】
2
0
1

9
年
4
月
か

ら
本
格
運
用

が
開
始
さ
れ

て
い
る
「
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
」は
、

技
能
者
の
資

格
、
社
会
保

険
加
入
状

況
、
現
場
の
就
業
履
歴
等
を
業
界

横
断
的
に
登
録
・
蓄
積
す
る
仕
組

み
。
こ
の
活
用
に
よ
り
技
能
者
が

能
力
や
経
験
に
応
じ
た
処
遇
を
受

け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
し
、
将
来

に
わ
た
っ
て
建
設
業
の
担
い
手
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

12
月
31
日
現
在
、
東
京
土
建
に

お
け
る
登
録
数
は
、
技
能
者
登
録

が
2
7
3
7
件
、
事
業
者
登
録
が

8
3
6
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
技

能
者
登
録
の
過
去
の
就
業
履
歴
の

反
映
は
、
2
0
2
4
年
3
月
末
ま

で
す
。
11
月
の
中
央
執
行
委
員
会

で
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、
昨
年
末
で

終
了
予
定
だ
っ
た
東
京
土
建
独
自

の
技
能
者
登
録
補
助
（
2
0
0
0

円
）
を
21
年
12
月
ま
で
延
長
す
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

組
合
員
な
ら
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

カ
ー
ド
を
取
得
す
れ
ば
、
1
人
2

0
0
0
円
相
当
の
助
成
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
受
付
は
所
属
支
部
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

給
排
水
衛
生
工
事
（
正
規
）

ケ
ム
ウ
ォ
ー
タ
ー
ワ
ー
ク
ス
（
杉
並
支

部
）

☎
0
9
0
―
6
7
9
0
―
3
6
7
6

造
園
（
正
規
）

㈱
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
グ
リ
ー
ン
（
大
田

支
部
）

☎
0
9
0
―
4
0
2
6
―
4
2
1
3

大
工
〈
社
寺
建
築
〉
（
正
規
）

佐
々
木
社
寺
㈱
（
町
田
支
部
）

☎
0
4
2
―
7
0
8
―
9
0
4
4

防
水
（
正
規
）

㈱
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
府

中
国
立
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
0
6
―
8
4
2
4

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
請
負
）

上
川
美
装
（
清
瀬
久
留
米
支
部
）

☎
0
9
0
―
9
2
9
9
―
0
3
2
5

石
綿
工
、
解
体
工
（
正
規
）

清
水
工
業
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
5
2
9
4
―
6
4
2
1

大
工
、
多
能
工
、
ダ
ク
ト
工（
正
規
・
短

期
・
請
負
）

渡
邉
工
務
店
（
世
田
谷
支
部
）

☎
0
9
0
―
4
5
3
4
―
9
8
9
4

鍛
冶
、
と
び
（
正
規
）

光
真
架
設
㈱
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
5
5
7
8
―
2
5
3
0

技
能
照
査
と
卒
業
制
作

今年１２月まで延長に

東京建築
カレッジ

ＣＣＵＳ登録の独自補助

二
つ
の
壁
へ
挑
戦
す
る
２
年
生

60

育 児 介 護
休業法改正

暮
ら
し
と
仕
事
の
両
立
支
援

助
成
金
活
用
で
対
応
を
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